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Abstract

Fifteen plant-communities were recorded from an islet of Kuroshima, Tsushima. They are

1. Calystegio-Salsoletum komarovii, 2. Carex kobomugi comm., 3. Hemerocallis thunbergii comm.,

4. Fimbrystyletum ferrugineae, 5. Astero-Crepidiastretum lanceolati, 6. Hemerocallis hakuunensis

comm., 7. Boehmeria pannosa comm.,8. Vitex rotundifolia-Dianthus superbus var. longicalycinus comm.,

9. Astero-Juniperetum procumbentis, 10. Vitici-Juniperetum procumbentis, 11. Euonymo-Pittospor-

etum tobirae, 12. Cyrtomio-Litseetum japonicae, 13. Pinus thunbergii-Castanopsis cuspidata var.

sieboldii comm., 14. Pinus thunbergii-Pittosporum tobira comm., 15. Rumohro-Castanopsietum sie-

boldii. Of these communities, the Hemerocallis hakuunensis community is worthy of noting as the

herbaceous one restricted to Tsushima, only to which H. hakuunensis is distributed from the Korean

Peninsula.

はじめに

黒鳥は対馬の1属島で,本島の中央部東側(北緯34-19′,東経129-24′)に位置する(図

1).面積は1.02km5で,東西約2.5kmの細長い島で,東部はやや険しく,最高地点(海抜

137m)があり,中央部および西部はなだらかな丘陵となっている.無人島であるため人為の
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図1.調査地.矢印は黒島,黒丸は黒鳥以外のバ

クウンキスゲ群落の調査地を示す.

影響は少なく,島全体植生はよく保存されて

いる.特にハイビャクシン群落や,バクウン

キスゲ群落などの海岸植生はよく発達し,国

定公園第一種特別地域に指定されている.

本研究は,黒鳥の植生について植物社会学

的な記載を目的に行ったものである.調査は

1978年7日には伊藤・川里が1日, 1984年8

月には伊藤・中西・川里・千々布が3日間行

った. 1978年のハイビャクシン群落の植生資

料は,伊藤・川里(1980)の中に発表してい

る.調査にあたっては1978年には青木久氏

(当時長崎大学学生)に, 1984年には君野呂

二氏(長崎県環境部自然保護課)に助力を受

けた.謝意を表する.

結果および考察

A.草本群落

A-I.砂浜草本群落

島の西部に唯一の砂浜がある.浜は北北東

に面し,冬期の季節風の影響を受け,小規模

ながら砂丘が発達している.この砂丘は人為

の影響をあまり受けておらず,全体植生に被

われている.この砂浜の東側と西側の2ヶ所に,汀線にほぼ垂直に内陸に向って, 1m幅の

ベルトトランセクトを置き,植生の成帯構造を調べた.東側(表1,図2)は後浜(暴浪時

のみ海水におおわれる浜の部分)後部にオカヒジキ,ツルナが出現し,汀線から17-18m

地点に浜崖が発達している.それより内陸側は砂丘となり,砂丘前部にコウボウムギの優占

帯,後部はキスゲ,ノブドウの優占帯となっている.西側(表2,図2)の浜の部分は,秦

側に比べてゆるやかになっており,ツルナ,オカヒジキよりなる打ちあげ帯が幅広い.汀線

A

図2,ベルトトランセクトに沿った海浜地形断面概念図. Aは東側, Bは西側.

数字はコドラーつ、番号を示す.
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から17-18mは浜崖で無植生となっている.砂丘は前部がコウボウムギの優占帯,後部はハ

マゴウの優占帯となっているが,移行帯の部分も幅広い.ハマゴウ優占帯の内陸部にはナワ

シログミ,テリハノイバラ,ハマエンドウなどが出現し,構成種数が多くなる.

砂浜草本群落として以下に示す1群集2群落を確認した.

1.オカヒジキーハマヒルガオ群集Calystegio-Salsoletum komarovii Ohba, Miyawaki

etTx. 1973 (表3)

後浜に帯状に発達した一年生草本群落で,オカヒジキが優占し,ツルナが伴なう.この群

集の立地はふつう打ちあげられた有機物が堆積し,富栄養になっているが,必ずしも富栄養

であることがこの群集の成立条件ではない.貧栄養な立地でも,オカヒジキの草丈が低く植

被はまばらにはなるが,組成的には変わりはない.本島においても,オカヒジキがよく生長
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してかなり富栄養と思われる立地から,その生長がよくない富栄養とは思われない砂浜にも

屍られる.また砂浜に限らず礫浜にも生育している.

表3.オカヒジキーハマヒルガオ群集Calystegio-Salsoletum komarovii

Stand no.

Height of community (cm)

Coverage (%)

Study area (m )

No. of species
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Chracter species of association
Salsola komaroxノii

Character species of higher units

Tetragonia tetragonoides

3.3 3.3 5.5 1.2 2.2オカヒシキ

1.2 1.2 1.2 1.2ツルナ

2.コウボウムギ群落Carexkobomugicommunity表4)

コウボウムギ群落は砂丘の前部に発達し,後方はハマゴウ群落またはキスゲ群落と接する.

対馬はコウボウムギーハマダルマ群集の分布域に入ると思われるが,本島のコウボウムギ優

占群落は,コウボウムギ以外の標徴種を持たず,ホソバワダン,ヘクソカズラ,カタバミ,

カワラナデシコの出現頻度が高いことで,この群集には含まれない.これは本島の砂丘が規

模が小さく,岩石海岸に隣接するためと思われる.

表4.コウボウムギ群落Carex kobomugi community

Stand no.

Altitude (m)

Height of community (cm)

Coverage (%)

Study area (m )

No. of species
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3.キスゲ群落Hemerocallis thunbergii community (表5)

砂丘後部にはキスゲが優占した草原が発達している.キスゲ,ススキ,カワラナデシコ,

チガヤなどの中型の草本植物と共に,エビズル,テリハノイバラ,ヘクソカズラ,スイカズ

ラなどのつる植物の頻度が高い.一般に人為の影響が少ないこのような立地にはススキーチ

ガヤ草原が成立しているが,黒鳥ではこれにキスゲが伴なった群落となっている.

表5.キスゲ群落Hemerocallis thunbergii community

Stand no.

Altitude (m)

Slope aspect

Slope degree ( - )

Height of community (cm)

Coverage (%)
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A-n.海岸崖地草本群落

黒鳥は岩石海岸が多く,崖地や岩斜面,崩壊斜面などが見られる.海岸崖地草本群落とし

て以下に示す3群集2群落を確認した.

4.イソヤマテンツキ群集Fimbrystyletum ferrugineae Ohba 1970

岩斜面の下部で,淡水が浸み出し流れ落ちる割れ目にそって発達する.イソヤマテンツキ

が優占し,タイトゴメ,ホソバワダン,ソナレムブラなどが散生する.以下に組成の一例を

示す.

群落高:0.2m,植被率:40%,海抜: 2m,調査面積: 1×1m2

イソヤマテンツキ3.3,ハマボツス+.2,ハマゼリ+.2,ミヤコグサ+.
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5.ダルマギクーホソバワダン群集Astero-Crepidiastretum lanceolati Nakanishi 1980

(表6)

ダルマギクーホソバワダン群集は九州西部の離島から山口県の日本海側海岸に分布し

(Nakanishi 1980a),済州島(大場・菅原1979)や,韓国本土(伊藤・中西1985)にも知

られている.対馬はその分布域の中にあり(伊藤ほか1976; 1981),本島の海岸崖地にもふつ

うに見られる.本島を含む対馬ではボタンボウフウを欠くのが特徴である.

表6.ダルマギクーホソバワダン群集Astero-Crepidiastretum lanceolati

Stand no.
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Slope aspect
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6.バクウンキスゲ群落Hemerocallis hakuunensis community表7)

バクウンキスゲは日本では対馬にのみ分布し(Hotta etal. 1985),海岸崖地や斜面に群

落をつくる.バクウンキスゲ群落については,これまで全く報告されていないので,ここで

は黒島からばかりでなく,対馬全体から得られた植生調査資料を示すと共に,それに基づい

て述べることにする.

ふつうバクウンキスゲが優占し,ヘクソカズラ,テリハノイバラ,キジカクシなどのほふ

くまたはつる植物や,ススキ(またはハチジョウススキ),ホソバワダン,ツワブキ,ヤマカ

モジグサが高頻度に出現する.ダルマギクーホソバワダン群集に比べて群落高は高く,植被
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表7.バクウンキスゲ群落Hemerocallis hakuunensis community
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Stand no.
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も密であり,出現種数も多い.またハマポッス,ハマナデシコ,ソナレムグラなどの海岸崖

地植物の出現頻度は低いか,あるいは全く出現しない.立地はダルマギクーホソバワダン群

集と海岸低木林との中間に位置し,岩上には土壌が堆積している.九州北西部のススキーテ

リハノイバラ群落(伊藤ほか1981), Nakanishi (1980b)のススキ帯に相当する立地である.

対馬(黒鳥をふくむ)ではこのような立地に広くバクウンキスゲを伴なう群落が成立する.

同類の海岸立地でHemerocallis属の出現する草本群落は,男女群島のハチジョウススキーホ

ソバワダン群落あるいはハチジョウススキーヒゲスゲ群落(外山ほか1968;伊藤・中西1984)

がある.ここの同属の植物はハマカンゾウとされていたが(前掲論文), Hotta etal. (1985)

によるとH. aurantiacavar. `Major'ナンバンカンゾウとされている.ほかにもハマカンゾ

ウは九州や四国,本州の太平洋岸に分布し(Hotta et al. 1985),また日本海側では飛島や佐

渡の海岸にはトビシマカンゾウ,北海道にはエゾゼンテイカが生ずる草本群落がある.

Hemerocallis属が生ずる海岸草本群落はこれらの植生調査資料を総合的に検討する必要があ

り,対馬のバクウンキスゲ群落もその時に種組成の特色が明らかになるであろう.

表7のスタンド番号は1, 2, 6,ll-13が黒鳥, 3が青海, 4が女達, 5が鰐浦, 7が

西津屋. 8が神崎, 9, 10が久原浜, 14が海粟島で調査したものである.

7.サイカイヤブマオ群落Boehmeriapannosa community

崖下の崩壊土が堆積した所に成立したサイカイヤブマオの優占群落である.群落高は他の

草本群落に比べて高い.以下に組成の1例を示す.

群落高:0.7m,植被率:95%,海抜: 2m,調査面積: 2×3m2

サイカイヤブマオ5.5,ツワブキ2.2,オニヤブソテツ1.2,ノアザミ+,ハマヒルガオ+.
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B.木本植生

B一工.海岸低木群落

海岸低木群落として砂丘の安定地から1群集1群落,岩石海岸から3群集を確認した.

8.ハマゴウーカワラナデシコ群落Vitex rotundifolia-Dianthus superbus var. longi-

calycinus community (表8)

ハマゴウの優占した群落は,九州西部において砂浜からハマゴウーチガヤ群集(伊藤ほか

1981)と,礫浜からハマゴウーテリハノイバラ群集(中西1984)が報告されている.本島の

ハマゴウ優占群落は,砂丘の安定地,すなわちコウボウムギ群落の内陸側に成立し,ハマゴ

ウ,カワラナデシコ,ナミキソウ,スイカズラが常在的に出現する.砂浜群落の種としては

コウボウムギ,コウボウシバがまばらに生育するにすぎなく,チガヤも欠く.一方スイカズ

ラ,ヘクソカズラなどのほふくまたはつる植物がよく出現し,その点ではハマゴウーテリハ

ノイバラ群集にも近いが,カワラナデシコ,ススキなどのススキクラスの種群やナミキソウ

が常在的に出現する.

表8.ハマゴウ-カワラナデシコ群落Vitex rotundifolia-Dianthus superbus var.

longicalycinus community

Stand no.

Altitude (m)

Height of community (cm)

Coverage (%)
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9.ハイビャクシンーダルマギク群集Astero-Juniperetumprocumbentis ItowetKawasat0

1980 (表9)

ハイビャクシンは西九州の海岸に分布し,海岸崖地にはハイビャクシンーダルマギク群集,

砂丘上にはハイビャクシン-ハマゴウ群集がある(伊藤・川里1980).本島においてもハイ

ビャクシン群落は崖地と砂丘の両方に発達し,崖地のものはホソバワダン,ハマベノギクに

よって識別され,海岸崖地草本群落要素の種を含むことから,ハイビャクシンーダルマギク

群集と同定される.本島では北側の海岸に広く見られる.

表9.ハイビャクシン-ダルマギク群集Astero-Juniperetumprocumbentis

Stand no.

Altitude (m)

Slope aspect
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Height of community (cm)

Coverage (%)
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10.ハイビャクシンーハマゴウ群集Vitici-Juniperetum procumbentis Itow et Kawasat0

1980表10)

砂丘のキスゲ群落の内陸側に発達する.砂丘が小規模なため,ハマゴウをはじめ砂浜群落

の種を欠くが,ハイビャクシンーダルマギク群集とはテイカカズラ,キスゲ,エビズルによ

って識別される.

表10.ハイビャクシンーハマゴウ群集Vitici-Juniperetum procumbentis

Stand no.

Altitude (m)

Slope aspect

Slope degree (つ
Height of community (cm)

Coverage (%)
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ll.トベラーマサキ群集Euonymo-Pittosporetum tobirae Miyawaki, Fujiwara, Harada,

Kusunoki et Okuda 1971表11)

ハマヒサカキの優占した低木林で,群落高は0.7-1.2と低く,海岸崖地の風衝地に発達

する.マサキ,トベラ,マルハシャリンバイなどの低木種や,ヘクソカズラ,ノブドウなど

のつる植物によって構成される.同じトベラ群団に属するハマビワーオ二ヤブソテツ群集と

はホソバワダン,ススキ,ノブドウによって識別される.

12.ハマビワーオニヤブソテツ群集Cyrtomio-Litseetum japonicae Miyamoto ex Sumata,

Mashiba et Suz.-Tok. 1969 (表11)

本島からはわずか2つの植生調査資料しか得られなかったために識別種ははっきりしない
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が,キヅタ,オニヤブソテツは前述の群集には出現しない.ハマビワが優占し,群落高も4

-5mと高く,トベラーマサキ群集とは相観的にはっきりと区別できる.林床は暗く,出現

種数は10種以下と乏しい.海岸斜面の崩壊土が堆積した立地に成立する.

秦ll.トベラ群団Pittosporion tobirae

a:ハマビワ-オニヤブソテツ群集b:トベラーマサキ群集
Cyrtomio-Litseetum japonicae, Euonymo-Pittosporetum tobirae
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b-e.高木林

本島の森林植生の中で最も広い面積を占めるものはスダジイ林であり,特に島の中央部は,

灯台のある山頂部を除くとすべてシイ林によって被われている.島の周辺部すなわち海岸に

近い所は,所々クロマツ林となり,海岸低木林あるいは崖地と接している.

13・クロマツ林:クロマツースダジイ群落Pinus thunbergiトCastanopsis cuspidata

var. sieboldii community,クロマツートベラ群落Pinus thunbergii-Pittosporum

tobira community表12)
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表12.高木林Forest community
a :スダジイーホソバカナワラビ群集Rumohro-Castanopsietum sieboldii,

b :クロマソースダジイ群落Pinus thunbergii-Castanopsis cuspidata var. sieboldii community,

C :クロマソートベラ群落Pinus thunbergii-Pittosporum tobira community.
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本島のクロマツ林は,組成的にも相観的にもクロマツースダジイ群落とクロマツートベラ

群落との2つに区分される.クロマツースダジイ群落は高さ10-12mのクロマツ林で,亜高

木層はスダジイが優占し,スダジィ,ムベ,ヤブランによって識別される.後で述べるスダ

ジイーホソバカナワラビ群集に比べると土壌は浅く,草本層は乏しい.

クロマツートベラ群落は,海岸低木林に接して成立した亜高木林で,亜高木層はクロマツ

1種によって構成されている.クロマツースダジイ群落とはハマビワ,マサキ,ノシランに

よって,また海岸低木林とはヒメユズリハ,モチノキ,テイカカズラなどによって識別され

る.

14.スダジイーホソバカナワラビ群集Rumohro-Castanopsietum sieboldii Miyawaki,

Fujiwara, Harada, Kusunoki et Okuda 1971 (表12)

ホソバカナワラビ,ヤブニッケイ,カクレミノなどによって識別されるスダジイの優占林

である.ノシラン,タブ,ハマビワの常在的な出現はタブームサシアブミ群集に近いが,九

州西部のタブームサシアブミ群集は,フウトウカズラ,アオノクマタケラン,オオイワヒト

デが出現し,しかもしばしば優占する(伊藤1977).スダジイーホソバカナワラビ群集は,ス

ダジイーヤブコウジ群集に比べて低海抜地に成立し,林床はホソバカナワラビが優占するこ

とで特徴づけられる.本島のスダジイ林は高さ10-12mとやや低く,スダジイの胸高直径は

30-50cmで,かつて人為の影響を受けたことがある.

要約

対馬・黒鳥において次の植物群落を認めた.

A.草本群落

A-I.砂浜草本群落

1.オカヒジキーハマヒルガオ群集, 2.コウボウムギ群落, 3.キスゲ群落

A-n.海岸崖地草本群落

4.イソヤマテンツキ群集, 5.ダルマギクーホソバワダン群集, 6.バクウンキスゲ

群落, 7.サイカイヤブマオ群落

B.木本植生

B-I.海岸低木群落

8.ハマゴウ-カワラナデシコ群落, 9.ハイビャクシンーダルマギク群集, 10.ハイ

ビャクシン-ハマゴウ群集, ll.トベラーマサキ群集, 12.ハマビワ-オニヤブソテツ

群集

b-e.高木林

13.クロマツ林:クロマツースダジイ群落;クロマツートベラ群落, 14.スダジイーホ

ソバカナワラビ群集

これらのうち,日本では対馬のみに見られるバクウンキスゲ群落は,海岸崖地のダルマギ

クーホソバワダン群集と低木林の中間の立地に成立する特異な草本群落として注目される.



対馬・黒鳥の植生

Explanation of Plate

1. Calystegio-Salsoletum komarovii 2. Hemerocallis thunbergii community

3. Hemerocallis hakuunensis community 4. Hemerocallis hakuunensis

5. Astero-Juniperetum procumbentis 6. Coastal cliff vegetation
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